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中嶋 それ では 、第 二部 の ター ブル

ロ ン ドを始 め たい と思 い ます。 今 まで

非 常 に活 発 に 、内容 的 にもか な り実 の

あ る実 質 的な議 論 に入 って きてい る と

思 い ます。 今 日は多 くの皆 さんが ご参

加 くだ さいま して 、私 ども主催 す る側

と しては本 当に うれ し く思 ってお りま

す 。

本 日、 旧労働 省 で 男女雇 用機 会 均等

法 を担 当 され 、そ の 後、文 部 大 臣 も さ

れ ま した 赤松 良子 さん がい らっ しゃっ

てい ます 。 も うお 帰 りにな る とい うこ

とです ので 、私 ども に一 言 だ けエール

を送 っ てい ただ いて 始 めた い と思 いま

す。

赤 松 赤松 で ござい ます。 皆様 方 が

お話 しにな る前 に邪 魔 を してす み ませ

ん。 去年 もや は り3月8目 で した か、

去年 はボー ヴォ ワー ル 生誕100年 とい

うこ とで こ こへ 参 りま して 、私 は ボー

ヴォ ワール の娘 で あ る と宣 言 した わ け

で ご ざい ます。 ボー ヴォ ワール の 娘 と

い うのは世 界 じゅ うにい っぱ いい るわ

けで、彼 女 は子 どもをお産 み に な らな

か っ た方 です が、 それ だ けた く さん 自

称 の娘 が い る とい うのはす ば ら しい こ

とだ と思 って 、私 もそ の 中の一 人 に と。

フ ランス か らガスパ ール さん とか、 も

う1人 ぐらい来 て お られ ま した よね。

み ん な 自分 もそ うだ と言 うので 、 じゃ

あ私 た ちは シス ター だ と思 って一一 フ

ラ ンス語 は …soeurと い うの か な、

難 しい発音 です が一 一 大変 うれ し ゅ う

ご ざい ま した。 今年 もまた あ る とい う

の で 、 日 仏 会 館 はInternational

Women'sDayに とて も ご熱 心 な とこ ろ

だ とい う認 識 をいた しま して、途 中で

失 礼 です けれ ども とに か く参加 を させ
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てい ただ き ま した。 今 日は あ りが と う

ご ざい ま した。(拍 手)

日本 の 貧 困 ・ホ ー ム レス とNGO

中嶋 それ で は、 第二 部 を これ か ら

始 めたい と思 い ます。 第 一部 で 、統 計

の と り方 等 々か な り質 問 と議 論 が 出て

きて お ります 。第 二 部 で は、お 互 いの

中で 質 問 し合 って議 論 を してい た だ き

ます 。第 二部 の 目的 とい うの は展 望 を

見 出す こ とです。 これ まで の皆様 の こ

発 言 の 中 に も少 しず つ入 ってお りま し

た が、社 会 が、 私 た ちが女性 の貧 困化

に ど う立 ち向か うの か とい う展 望 を一

言ず つ 皆様 に報 告 してい ただ いて 、 ま

とめ に したい と思 って お ります 。

さき ほ どシモ ン さんか ら出 され た質

問で、 日本 の貧 困や ホー ム レス の人 た

ちに対 す るNGOと い うの は どの程度

に機 能 してい る のか 、そ うい う組 織 が

あ るのか ど うか とい うのが あ りま した。

大 沢 さん 、 ない しは い ちむ らさん、 昨

年 の9月28日 にで きた 「女性 と貧 困ネ

ッ トワー ク」、それ こそ が一つ の組 織 で

は ない か と思 い ます が、 ち ょっ と説 明

して い ただ けます か。

いちむ ら ホー ム レス を支 援す る団

体 はた くさんあ ります 。具 体 的 に生 活 、

食 べ るこ ととか 、 医療相 談 を され てい

る ところ も多 くあ ります 。 ただ 、都 市

部 に固 ま ってい る ので 、それ を 目が け

て、 地方 で ホー ム レス にな った 人 た ち

が東京 とか大 阪 とか名 古 屋 に行 く こと

が多 い。 そ のた め に、1日1食 です け

れ ど、私 の友 人 た ち も毎 日ご飯 を食 べ

られ る と。 か とい って 同 じとこ ろで毎

日や っ てい ない の で、東 京 の 中で も例



え ば月曜 目は銀座 、火 曜 日は どこ ど こ、

水 曜 日は上野 、木 曜 日は渋谷 な どあ ち

こち回 るわ けです 。3時 間 ぐ らい歩 い

て回 っ た りして います 。 先 ほ ど ご紹 介

しま した よ うに 、「女性 と貧 困ネ ッ トワ

ー ク」 とい うの を立 ち上 げ ま した
。 そ

こで は女性 の貧 困 を見 え るよ うに しよ

うとい う活 動 を して います 。今 や って

い るの はい ろん な場 所 で、 「貧 乏 カ フ

ェ」 と言 って るん です けれ ども、 だれ

で も無 料 で来 られ るよ うな相談 カ フェ

を開 いて います 。

中嶋 あ りが と うご ざいます 。 そ う

です ね。 では赤 石 さん、 もっ と具 体 的

に説 明 して も らえます か。

(当 日、ご参加 くだ さった 「シ ン グル ・

マ ザー フォー ラム」 の赤石 さん に フ ロ

ア か ら発 言 してい ただ い た。)

赤 石 ホー ム レス を支援 す る組 織 で

す か。

中嶋 ホ ー ム レスの 人 とは 限 らず、

貧 困 に陥 って生活 が立 ち行 か な くな っ

た とい う層 も含 め て とい うこ とだ と思

い ます。

赤 石 「反 貧 困ネ ッ ト(ワ ー ク)」 と

い う、 これ は女性 だ けでは な くて広 く

貧 困 問題 に取 り組 む ネ ッ トワー ク と し

て2007年10.月 ぐ らい にで きた ん です

けれ ども、そ こでは今 は有 名 に な って

しま っ た 「自立 生 活 サ ポ ー トセ ン タ

ー ・もや い」 の湯 浅誠 さんが事 務 局長

で、生 活相 談 とか保 証 人事 業 、 ホー ム

レス の総合 相談 をや って います 。 あ と

生活 保護 にっ いて の い ろんな取 り組 み

を してい る団体 とか。「シン グル マ ザー

ズ ・フォー ラム」 とい うのは私 の も と

も との団体 です けれ ども、 そ こ も入 っ

て い ます し、 「DPI(日 本 会議)」 と
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い う障害者の団体も入っています し、

もともと路上生活 の人たちの事:業をや

っている 「あ うん」 とい うのは リサイ

クルシ ョップなどを経営 しています。

「反貧困ネ ッ トワー ク」のホームペー

ジ、ウエブサイ トを見ていただくと、

かな り幅広い人たちがいろんな支援 を

行 ってい るとい うのが大体見 えて くる

のではないかと思います。女性に特化

して とい う質問ではなかったんです よ

ね。

中嶋 シモ ンさん、 日本 のNGOの

団体については、女性 とい うことです

か、それ とも男性 も含 めて とい うこと

ですか。

シモン 私はフランスか ら参 りまし

て 日本 をよく知 らなかったものですか

ら、私がお聞き したかったのは、市民

社会 と呼ばれるものが、国 との関係 か

らみて、どのよ うな活動 をしてい るか、

とい うことで した。 もう既 に回答はい

ただきま した。 あ りが とうございま し

た。ただ一っ細かい点ですが、活動資

金は どうなっているんですか。 フラン

スはNGOと いいます と、大体 自分で

何 とか資金調達を してくるんです。 国

か ら委託 され た事業 を実施することも

あ りますが、資金 は 自分で何 とか しま

す。省庁の予算に計上 された援助 では

あ りません。 日本では、この種の情報

は容易 には入手できないこともあるで

しょうが、NGOは 国の援助 を得 てい

るんで しょ うか、・それ ともNGOは そ

うい う援助 なしで運営 されているので

しょうか。

赤石 国か らの援助 はほ とん どない

です。非常にわずかな資金 と献身的な

努力 でNGOが 運営 されてい ると思い



ます 。

日本 の 大 き な 男 女 の 格 差 一 一 賃 金

差 別 、 最:低 賃 金 、 無 償 労 働

中嶋 それ で は、パ ネ リス トの方 々、

お 互 いの 中で も う少 しほかの 方 に質 問

を してみ たい とい うこ とが あ りま した

ら、 お願 い します。 大沢 さん は フ ラ ン

ス に関 しま して何 か 質 問は ご ざい ませ

んか。

大 沢 質 問 といい ます か感 想 です け

れ ど、 ポ ンテ ィ ウさん が男女 の賃 金格

差 につい て お話 し くだ さい ま して 、月

収 だ と25%の 格 差 、時 給だ と11%の 格

差 とお っ しゃい ま した。 日本 か ら見 る

と大 変 うらや ま しい 小 さい格 差 です 。

日本 で は 時 給 に 換 算 し た 格 差 で も

30%を 超 えてお りま して、 特 に近年 改

善 して い ない よ うな こ とで 一 改 善 し

て い ない のは フ ランス も同 じよ うです

が 、そ れ が一つ の コメ ン トです 。

も う一つ 、私 は今 日は家 事 のお 話 を

しな か ったん です けれ ど も、従 来 か ら

関心 を持 って い ます 。 家事 とい って も

何 をや ってい るか とい うの は よ くわ か

らな いん です けれ ども、80年 代 の 目本

での あ る調 査 に よ ります と、 男性 が挙

げた 「私 は家 事 を してい る」 とい う中

身 の最 も高か っ た もの は 「朝 、新 聞 を

とる」です 。 これ は フ ラ ンスで は家 事

と考 え られ て い る の か 、 い な い の か

(笑)。 質 問 とい うか 、も うジ ョー クみ

たい な世 界で す けれ ども、 そ うい うよ

うな 事情 が 日本 は あ りま して、韓 国の

男 性 に比 べて も 日本 の男性 は家 事 を し

てお らず 、この10数 年 間 、家 事 をや っ

てい る比 率 も時 間 もほ とん どふ え てい
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ない とい う状況 です 。

中嶋 あ りが と うござい ます 。 日本

の場合 は、基本 的 に認 識 して お かな け

れ ば い けない と思 うのが 、 同一労 働 同

一 賃金 とか の原 則 が あ る とはい え ない

一
。 大 沢 さん 、そ の辺 を説 明 して い

ただ け ます か。 フ ラ ンスの ほ うは 同一

労働 同一 賃金 が あ る程 度保 障 され てい

る と思 います し、最 低賃 金 も保 障 され

てい る と思 います 。 日本 は 、ILOの

条約 を批 准 して い る とは言 え ない状 況

な ので は ない しょ うか。 日本 が労働 条

件 にお いて 、男性 も含 めて い かに ひ ど

い 国か とい うこ とは あ るの で はな い か

と思 うの です が、 いか がで しょ うか。

大沢ILO100号 条約 、 同一価 値

労働 にっ いて の同一 賃 金 の条約 で す け

れ ど、 日本 は批 准 して い ます。

中嶋 して います か。

大沢 して いま す。 しか し賃金 格差

があ る とい うこ とに 関 して 日本 は、I

LOか らも、国連 のCSW(Commission

ontheStatusofWomen)な どで も、

しば しば質 問を受 けてい ます 。 日本 政

府 は何 と答 えて い るか とい う と、男性

の間 で も同 じ仕 事 を してい て 同 じ賃 金

に な るわ けでは ない。 早 く会 社 に入 っ

た年配 の人 は高 い賃 金 にな って い る。

そ うい う賃金構 造 で ある以 上、 っ ま り

ジ ョブ(職 務)に 対 す る賃金 にな って

い ない以 上 、 同一 賃 金 とい うのは実 現

しがた い と答 えて い るわ けです。 最 低

賃金 制度 は 日本 に も もち ろん あ ります

けれ ど も、恐 らくOECD諸 国の 中で

最 も低 い レベ ル の最 低 賃金 です。 この

最低 賃金 で働 い て生 活保 護 基準 の収 入

を得 よ うと思 った ら、1週 間 に60時 間

以上働 か なけれ ば な りませ ん。



中嶋 あ りがとうございます。 ポン

テ ィウさん、何か質問はございますか。

ポンティウ 質問はあ りませんが、

日本の賃金格差について一つ 申 し上げ

たい と思います。確かに大半のEUの

国々の格差 と比べて非常に大 きい と思

います。EUの 中でフランスは時給の

賃金格差が最 も小 さい国とい うわけで

はない と思いますが、フランスのよ う

な賃金平等にすでにかな り強い関心を

払 ってい る国では格差をこれ以上縮め

るのは難 しいのではないか と思います。

非常に多 くの平等促進 のための法律が

あるか らです。 「同一労働、同一賃金」

とい うことで、少な くとも書類上 は男

女の平等を実施 しよ うとい うことはか

な り行われています。ただ、 フランス

の問題 は同 じ仕事での不平等 とい うこ

とではな くて、男性 と女性が同 じ雇用

を得 られない、同じ職務につけない と

い う、そ こに大 きな不平等があるわけ

です。 しか し、職務 ひ とつひ とつ につ

いてはその条件は同 じであ り、男女の

賃金格差 といった ものはあ りません。

それか ら、大沢先生がおっ しゃいま

したよ うに、最低賃金が存在 し、その

レベルが どうい うものか とい うことは

格差解消に非常に重要だ と思います。

これは男女格差、あるいは男性の問、

女性の間であった としても同 じことだ

と思います。最低賃金 とい うのは、そ

の名前が示 しているよ うに、賃金 がそ

れ以下のレベルにな らないよ うに保障

す るものです。 ですか ら、最低賃金が

全体の賃金に対 して適切な レベル に定

め られていれば、 もちろんそのほ うが

男女の不平等がなくなるわけです。 し

か しなが ら一般的な賃金の格差が大き
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けれ ば、やは りそれだけ男女の格差 も

大き くな ります。 これはほとんどすべ

ての国で見 られ る現象ですが、 日本 の

よ うに時給 で30%の 賃金格差 が男女

の問にあるとい うこ とは記録的に大き

な ものだ と思います。

オル タ ナ テ ィブ と して の 路 上 の文

化

中嶋 フランスの現状 を聞いて、何

かご質問があった らど うぞ。

いちむら 私のイメー ジだったんで

す けれ ども、フランスのホーム レスを

題材に した映画 とか、アニエス ・ヴァ

ル ダさんの 『落穂拾い』 とかす ごく面

白いな と思って見ていました。 フラン

スは本 当に貧困に文化 があって、これ

はすば らしい と、今 日はすごく楽 しみ

に して来ま した。支援層 も厚 く、積極

的な面 白い支援 とい うか、社会に対 し

て挑戦的な支援 もな されているとい う

ことが想像できたんです。

ちょっと気になるのが、貧困の話に

なるとやっぱ り労働 の話になって くる

と思 うんです。今のお話を聞いていて

も、男並みに働 くとい うことが、女の

人が不利 になっていた り、 日本の場合

で も、働いても働 いて も豊かにな らな

い とか、逆にキャリアが上がれば過労

死 して しま うぐらいの責任が降 りかか

ってくるとか、私には どうもそ う思え

ます。私 は大体、そ うい うところで働

く気は全然なくて、労働 について聞け

ば聞 くほ ど嫌 になる。

私はかってワー キングプア と呼ばれ

るレベルの収入だったんです けれ ども、

そこと社会保障みたいなものが変 わ ら



ない ん だ った らと、 も う絶 望 して いま

した。 そん な時 出会 ったホ ー ム レス の

生活 で は余 った もの を とにか く使 って

い こ うとい うこ とで した。 世 の 中、 と

にか く余 った もの が大 量 に放 出 され て

い るわけ です 。 男並 み に働 こ うとす る

人 た ち と男 並み に働 いてい る人 が 、消

費 と生 産 です ごい い っぱい 物 を放 出 し

てい くわ けです 。 そ こで何 だ 、何 だ 、

こん ない っ ぱい物 が余 って る じゃ ない

か とホー ム レス の人 た ちがそ れ らをわ

け あい コ ミュニテ ィー をつ くって、 す

ごい いい もの も着 られ ち・やう し、お い

しい もの も食 べ られ ちゃ うとい う暮 ら

しが、す ご く私 は可 能性 が あ る と思 っ

て い るんです 。

私 が住 んでい る とこ ろで は な くて、

世界 中で は食 料難 とか言 われ てい ます 。

けれ ども、都 市 部 で は食 べ 物 とか もい

っぱ い余 って い る よ うです の で、 それ

をまず 有効 に使 うこ とを考 えて、 それ

か ら足 りない分 は金 を精算 す るみ た い

な ほ うが 、 ……。

例 え ばい まの年 金 とか社 会保 障 も も

ち ろん悪 い んです けれ ども、 そ もそ も

無 年金 の女性 もいっ ぱい い るん です。

そ うい う人 た ちには 届 かな い。 じゃあ

違 うこち らの保 障が ある、 それ で もだ

め な らあ ち らの保 障 が あ る と点 々 とた

らい回 しに され て しま う人 が た く さん

い て、 多様 な文化 と言 われ て いれ ばい

るほ ど社 会 の構造 が 全然 追 いつ い て な

い。 社会 構造 自体 が、 人 々、市 民 の暮

らしをつ くっ てい く とい う、 そ こは も

う、多 文化 と言 えば言 うほ どだん だん

そ うい うこ とでは な くな って きて い る

よ うな。 自分 た ちでや っ てい る、 自分

た ちで築 き上 げて い る、地 に足 をつ け

て 生活 を してい る人 た ちか ら、 社 会保

障 とか そ うい うもの を政府 や市 民 団体

は学 んでい っ た ほ うがい いん じゃな い

か と思 い ます。

あ と、貧 しいか ら とい って よ くない

と言 うよ りも、貧 し くて も安全 で安 心

で き るの んび りした暮 らし とい うのは

大 い に あ り得 る話 で 、そ こを 目指 して

い った ほ うがい いん じゃな いか と思 っ

てい ます。

シモ ン い ちむ らさんの お話 は ほん

とにす ば らしい と思 い ます。 い ま提 案

な さった こ と、 い ちむ ら さん のイ ニ シ

ア チブ はす ば ら しい と思い ます 。ぜ ひ

フラ ンス に来 てい ただ い て、 ご自分 の

経験 、 これ ま で にな かっ たま った く新

しい経 験 だ と思 い ます が 、そ うした こ

とをお 話 しい ただ き たい と思 い ます。

私 は何 が何 で もフ ランス がい い とは思

って いませ ん。 確 か に フ ランス に もい

い ところが あ ります けれ ども、 日本 に

もす ば らしい こ とが あ る、今 ご紹 介 の

あ った ご経験 はす ば らしい です ね。 特

に 「貧 乏カ フェ」、そ して貧 困の人 々 を

見 え る もの にす る とい うこ と、 それ は

重要 だ と思 います 。 私 が ジャー ナ リス

トだか らそ う思 うのだ ろ うと思 い ます

が。 ジ ャー ナ リス トとい うの は、社 会

につ い て の一つ のイ メー ジ を提 示 しま

す。 そ れ がジ ャーナ リス トの主 な仕 事

です 。 ジ ャーナ リス トは情 報 を提 供す

るので す が、そ れ は また社 会 の一 っ の

イ メー ジ で あ り、 見方 です 。

フ ラ ンス に帰 った らア ニエ ス ・ヴ ァ

ル ダ に言 お うと思 い ます。あなた の『落

穂 拾 い』 を見 た女性 が 目本 にい る と。

サ ン ドリーヌ ・ボネ ール が 主演 した『冬

の旅 』、 これ は もっ と古 い映画 です が、
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私の報告でこの映画について話 して も

よかったですね。 ヴァルダはほか にも

映画を沢山撮っています。 こ うした不

安定な生活や貧 困のテーマをよく扱っ

ています。それか ら気がつ くのは、失

業者 とそ うでない人の明確 な境界 がつ

けにくい ことです。統計上はできるの

で しょうが、現実 にはそ う簡単ではな

い。例えば働いてい る人の統計です。

フランスでは仕事 を しているけれ ども、

申告給与のない、もぐりの労働者 が大

勢います。統計には出て来ません。 し

か し実際には存在 していて、私たちも

そ うい う人々を目にするわけです。家

事手伝いの女性にもそ うい う人がいま

す。

私はル ・モ ン ドの記者ですが、ル ・

モン ドの本社が新 しく建設 された時に、

その建築現場で働 いていた人の中にも

何人かの非合法労働者がいて、私たち

ジャーナ リス ト自身 がそ うい う労働者

についての記事 を書 きま した。そ うい

う現状の告発 を行ったのです。結局 こ

の問題は、大変で したが、全員 にとっ

て満足できる形で解決 をしま した。 こ

れはフランスではよくあることです。

実際 に、 日本 に来て、私 も路上生活

をす る女性たちに出会 ったのですが、

彼女たち自身働いています。す ば らし

い女性たちです。いちむ らさんが話 さ

れたこの労働 についての考 え方 は考察

に値す ると思います。先ほ ど家事労働

の話 が出ま した。家事労働 も無報酬で

す。 しか し労働 に違 いあ りませ ん。だ

か ら男性は しない。 あま りお もしろい

仕事ではない、報酬 さえない。

いろいろ私の頭に浮かんできたこと

をこ うしてお話 しさせていただきまし
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た。影 と光の部分が あ り、タブー もあ

りそれ については考察す る必要があ り

ますが、私は活力の ある日本 の社会 を

発見できて本 当に うれ しく思 います。

今回来 日して 日本 を発見できたことを

うれ しく思います。 あ りが とうござい

ま した。

ホー ム レス とジ ェンダー

中嶋 司会のマ リナス さんが皆 さん

に質問があるとい うことで、マ リナス

さんは、ジェンダー とい うわけではな

いけれ ど、 日本 とフランスの最貧困層

の比較の研究をされています。

マ リナス 女性 ばか りのこのパネル

デ ィスカ ッションで、私は男 ですか ら、

ここではまった くのマイ ノリティを代

表 しています。そ うい うことは私 にと

って始 めての経験です。 さて本題 に戻

りますが、今 目のシンポジ ウムの特徴

は、男女間の不平等について語るだけ

でなく貧困の問題 も扱 ってい るとい う

点です。私 はフィール ドワー クを続け

る中で本当に貧 しい人々、ホーム レス

の人たちに会いま した。その中に女性

は とても少 なかったのです。そ こで論

争 を醸すかも しれませ んが、質問を し

たい と思います。

不平等の問題 か ら貧困の問題へ と移

行 をす ると、男女で逆の効果があるの

ではないか。女性の方が優遇 され ると

い う逆の効果があるのではないか と思

います。 とくに日本の ことを考 えると

福祉予算は少ないけれ ども、女性 に対

してはかな り福祉の施策がある。っま

り不安定な状況にある女性 でも、路上

に長 くいるこ とがな く、宿泊所に収容



された り、 あるいは公的な援助が得 ら

れた りするとい う仕組みがある と思い

ます。男性のほ うはむ しろ 自立 してい

なければな らない、 自分で収入 を得な

ければいけない とされ るか ら、逆 に差

別 されているような気が します。私が

こ うい う質 問を したかったのは、いま

貧困は社会 のマージンの部分だけでは

なく、かつ ては貧困 とは縁 のなかった

中流階級にも貧 困が広 がっているよ う

な気がす るんですが、そ うい う中で、

今 申 しあげたことが どうい う影響 をも

た らす ことになるのかを考えたかった

か らです。

シモン ご指摘の点について、一つ

の見方をお示 しできるかもしれません。

私 は最近、女性の路上生活者のための

緊急宿泊所でルポル タージュをしま し

た。(「エマ ウス」 とい う団体の施設で

す。)フランスでは子 どものいない女性
一人だけの場合 と子 どもがいる女性 と

は区別を します。私がル ポル タージュ

をした宿泊所 では、子 どもがい る女性

しか受け入れてもらえませんで した。

夫 とかパー トナーがいてもいいのです

が、それ は二次的なことで、子 どもが

いるか どうかが受け入れの基準 になっ

ていました。子 どものいない女性は宿

泊所 に入れて もらえなかったのです。

です から女性たちへ の差別だけではな

い。男性 のほ うは子 どもを連れていれ

ば、そ うい うケースはまれですが、そ

この宿泊所に収容 して もらえます。女

性 の間でも差別がある。女性 に子 ども

がいるか どうかで差別があるとい うこ

とに気がっきま した。

私はル ポルタージュにも書きま した

が、その宿泊所で働いている女性の一

人が、若い女性 の路上生活者か ら暴力

を受けたのです。それ は自分の子 ども

を痛ま しい状況 の中で亡 くした女性の

ホーム レスでした。 この女性が 「エマ

ウス」 のセンター に自分の連れ合い、

亡 くなった子 どもの父親ですが、この

男性 と一緒に行 ったのです。前に子 ど

もを連れて行ったことがあったか らで

す。 しか し今回は子 ども連れでなかっ

たので、宿泊所 に入れてもらえません

で した。そこで暴力行為に出たのです。

彼女には入れて もらえない ことが理解

できなかったのです。マ リナス さんの

指摘はその通 りだ と思います。

それ と同時に路上生活 をす る女性 は

フランスで も日本 でもまず性的な暴力

を受 けた り、 レイプ された りす る危険

があ ります。そ うした点で、女性 の方

が男性 よりもはるかに弱い立場 にある。

ですか ら括弧つ きの差別ではあ ります

が、そ うい う差別があるとしても理解

はできます。男性のほ うが恐 らくレイ

プされ る可能性が少 ないで しょう。女

性のほ うが レイプ され る危険がずっ と

大きいか ら保護すべきである。その上

子 どももいた とす ると、役割分担 とい

うことにな ります。 だか ら男性 のホー

ム レスは子 どもの面倒は、母親 に くら

べた ら、見ない。

いわば ドミノゲームの ようなものが

あって、 こうや ってバ ランスを とった

り、バ ランスが崩れた りしてい くんだ

と思います。ですか ら、男性に対 して

のみの差別ではない と思います。 ある

いは全体の図式 を描 くべきです。そ う

す るとパ リで女性が路上生活 をす ると

リスクが違います。 また戦争でもそ う

です。戦争があれば女性が レイプ され
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るのは世界中 どこでも見 られる現象 で

す。 この点においては、はっき りとし

たジェンダーの違いがあるで しょう。

女性の扱 われ方に違いがあるのは、私

か ら見れば明 白です。でも差別 とい う

言葉 を私は使お うとは思いません。

長期化 す る貧 困 ・追 いつ か ない対策

一一 フラ ンス

ポンテ ィウ 補足ですけれ ども、い

まシモ ンさんは差別 とい う言葉 に対 し

て留保 をっ けられま したが、正 しい と

思います。私 も極貧 の専門家ではあり

ませ んが、フランスにはかな り昔か ら

若者 向けのホームレス援助 のシステム

があ ります。路上生活 をす るのは若者

だったか らです。女性のための宿泊所

はほとん どなかったのです が、ただ、

子 どものいる女性は特別で した。まず、

子 どもを受 け入れ るとい う構造があ り、

子 どもはや は り女性 と一緒 にいること

が多いか ら、女性 向けの宿泊所 とい う

ことになったのです。 フランスの浮浪

者のイメージは伝統的には男性 です。

女性のほ うはより最近の現象です し、

目につきません。ベ ロニック ・ムージ

ャンや シル ヴィー ・セル リエの研究で

分か りますけれ ども、女性 のホー ムレ

スは路上生活 をしていることを表 には

出 さないのです。ベ ンチに座 っていま

すが、化粧 も して、服装 も整 え…。で

すか ら、路上生活 を始めて しば らく時

間がたって、初 めて女性がだんだん、

例 えばアルコール 中毒になった り、麻

薬 中毒 になった りして様子 が悪 くなっ

てい くのです。

そ して路上にいる人々に関 しても う

57

ひ とつ別 の問題があ ります。貧 困や不

安定性の問題 とは少 し別の問題 です。

路上生活は特別であ ります。路上生活

でいま特殊な ことは若い人がふえてき

ていることです。若 い人たちは特別で

す。 この少年たちは女性たちと同 じ危

険に さらされてはいません。逆に宿泊

所に行 くことはほとん どしませ ん。普

通 フランスの路上生活者たちは、宿泊

所はいろいろ拘束が多 く、疲れ るので

まった く行 きたが りません。荷物 をそ

こに置いてお くこともできないのです。

昼間は閉めて しま うので、朝5時 、6

時には宿泊所か ら出て行かなけれ ばい

けないです。荷物 を持 って出て行 き、

毎 日毎 日またその晩の宿 を探 さなけれ

ばい けないのです。本 当に疲れる生活

です。 また宿泊所の混雑や、暴力にた

い しても批判があ ります。ペ ッ トを連

れて泊まれない とい う点もあ ります。

しばしばフランスのホームレスは犬を

飼 っていますが、宿泊所 に連れていけ

ないのです。

メディアは毎年冬 になるとよく 「な

ぜ こ うした人たちが宿泊所に行かない

のか」と驚いてみせ ます。そ して毎冬、

怒 った り不思議がった りして 「そ うし

た人たちを強制的に力つ くで宿泊所 に

連れてい くべ きか どうか」 とい う議論

が始まるのです。 しか し根本的な問題

は 「ど うい うタイプの宿泊所 を提供す

るのか」、「なぜホーム レスの人たちは

路上生活のほ うが好 きなのか、なぜ宿

泊所 に行 くよりも凍死す るほ うを選ぶ

のか」 とい うことだ と思います。

シモ ン 今おっ しゃった ことは正 し

い と思います。2008年 から2009年 に

かけて、今年 の冬、 フランスでは これ



まで に なか った こ とです が 、 メデ ィア

が こ うした宿 泊所 はひ どい ところ だ と

明 白に言 い ま した。 そ うしたホ ー ム レ

ス宿 泊所 につ い て のル ポは 随分前 か ら

や ってい ます 。 ホー ム レス のた め の宿

泊所 は 、狭 い ところ に大 勢 の人 が押 し

込 まれ て、暴力 があ っ て不潔 で あ って 、

荷物 を置 い てお くこ ともで き ない とい

っ た こ とが言 われ てい ま した。 しか し

この冬初 めて、 メデ ィアで そ うい うこ

とが言 われ るの を私 は聞 きま した。 別

の文脈 で あ ります が、 旧ユ ー ゴス ラビ

ア の戦争 の ときは 随分 、虐 殺 につ いて

の記 事 が 出ま した。 なぜ だ か わか らな

い けれ ど、あ る 日初 めてそ れ を耳 に し

た んです 。 メデ ィアが 問題 にす るの を

聞 いた の です。 それ がスブ レニカ で し

た。 そ して これ は ひ どい と人 々が言 い

始 めた の です。 そ の前 に既 にル ポル タ

ー ジ ュが いっ ぱい 出 ていた の に、 それ

が伝 わ っ てい なか っ たので す。 だ か ら

現場 で は 「こ うい う話 は誰 も興 味 をも

た ない ん だね」と言 い合 ってい ま した。

フ ラ ンスで起 きてい るこ とに恐 ら く

人 々が気 をつ けて 耳 を傾 け る よ うに な

った よ うに思 えます 。 つ ま り、 こ うし

た ホー ム レス の人 た ちの声 が報 道 され

る よ うに な って きた。「あ ま りひ どい と

ころだ か ら、宿 泊所 にい られ ない 」 と

い う声 です。 そ の反 面 、そ れへ の反 応

と して 、初 め ては っ き りとしたや り方

で 、「こ うした人 た ち は強制 的 に収容 す

べ きだ 」とい う声 が 聞 こえて きま した。

そ こで今 議論 が起 き てい ます。 これ は

新 しい こ とです。

フ ラン スの 問題 をひ とつ お話 した あ

とで、 そ の関連 で 日本 の こ とに戻 りた

い と思 い ます。ル ポル ター ジ ュ を して
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分 か った のです が 、今 、人 々 は前 よ り

も路 上 生活 を長 く続 け る よ うにな りま

した。 特 に女性 が そ うです。 以 前 には

宿泊 所 に女性 が1週 間、2週 間、3週

間 、6週 間 とか宿 泊 してい た とす る と、

そ の期 間 が今 は もっ と長 くな って い ま

す。 つ ま り、 そ うした 女性 た ちは 長期

失業 、長 期 的 な貧 困 に陥 って い るの だ

とい うこ とが分 か ります。 そ こで 問題

と して 出 て く る こ とは 、 そ の よ うな

人 々 に対 して どの よ うな 医療 的ケ ア を

提供 す るのか とい うこ とです。 貧 困が

構造 的 とな った時代 に私 た ちはい ます 。

貧 困 が社 会 に居 座 っ てい るの です 。不

安 定 な生活 を して い る人 々 とい う言 い

方 を して いた 時代 は も う終わ りま した。

この不 安定 な 生活 をす る人 々 とい う言

い方 は も うしませ ん。 貧 しい人 は貧 し

い とい うだ けの こ とです。 パ リで ホー

ム レスが テ ン トを張 る と、テ ン トが撤

去 され ます 。貧 しい人 々 を見 た くない

か らなの です。 ところが そ うい う人 々

を見 た くない とい っ て も、貧 しい 人 々

は貧 しい ま まそ こに い ます。パ ラ ドッ

クス です ね。 フ ラ ンスの 場合 、 ま だ解

決 策 が見っ か って い ませ ん。 しか し、

いま 問題提 起 が され てい ます。 路 上 生

活 を して いて貧 困の場 合 、死 亡率 が高

い。 そ して若 死 にをす る、病気 に な り

や す い、性 生活 が な い とい うよ うな、

い ろい ろ特 殊 な 問題 が あ り、複 雑 だっ

た りします 。 い ろい ろな こ とが起 きて

い て 、そ うした こ とは これ まで な かっ

た こ とで した。

日本 で は調査 が行 なわれ て いて 何 か

言 われ い るの か ど うか、ル ポル ター ジ

ュが あ るのか ど うか知 りませ んが 、貧

困が長 く続 くよ うに な りま した けれ ど



も、とりわけ貧 困の女性たちに対 して、

そ して貧 しい人々に対 して社会が どの

ような反応 を示 しているのか、 日本で

はいかがで しょ うか。

隠 され る 目本 の貧 困
一一 女性 と子 どもの貧 しさ

中嶋 大沢 さん、今 のシモ ンさんの

貧困に対す る 日本の社会全体の反応、

市民社会の反応 について、なにかござ

いますか。

大沢 社会の反応 は、最近 さまざま

なメデ ィアに貧 困問題が取 り上げ られ

るとい うこともあって、少 しずつ知 ら

れてきています。貧 困が問題だ と思わ

れていると思います。 しか しなが ら、

やは りいつ も政府が問題なんですね。

日本政府 は 日本 の貧 困率がOECD諸

国の中で も最:も高い とい うよ うな事実

を認 めていません。2007年 の春先の国

会で、OECDの レポー トに基づいて

共産党委員長 の志位和夫 さんが当時の

安倍晋三首相 に質問をしま した。安倍

首相が どう答 えたか とい うと、 こ うい

う外国の機 関は 日本の統計を必ず しも

きちん と扱っている とは限 らないので、

信用性がない とい うよ うに答 えていま

す。

厚生労働省 も、やは り日本 には貧困

はない とい う立場のままで推移 してい

るよ うに思います。 とい うのは、 目本

では政府統計に研究者 がアクセスす る

ことに非常に高いハー ドル があ ります

が、その統計 をどう利用 したいか とい

う理由を書 く欄 に、貧 困の分析 を した

い と書いた ら断 られ たとい うようなこ

とも、最近のニュースとして聞いてい
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ます 。 幸い な こ とに4月 か ら統計 をめ

ぐ る法律 が変 わ ります の で、今 まで よ

りは もっ ともっ と研 究 しや す くな る と

思 って い ます。

最:後に 申 し上 げ た いの が、 お金 は な

くて も豊 か な生活 、 ない し 「ポ ロは着

て て も心 は錦」、そ うい う言説 とい うの

は 当然 あ るわ けです 。 私が接 す る範 囲

の 中で は、保 守 的 な人 々が そ うい うこ

とをお っ しゃ る こ とが 多い。 貧 困 とい

っ て も、 これ は相 対 的 な貧 困概念 、っ

ま り社 会 の 中で ち ょ うど真 ん 中の所 得

の50%未 満 とい うこ とで 、OECDは

基準 に して います 。 ちなみ に ヨー ロッ

パ連 合 の基 準 は60%の とこ ろで と ら

れ て い ます。真 ん 中 の人 の50%未 満 で

あ って も、真 ん 中 自体 がそ もそ も高 け

れ ば貧 困だ とい って も大 した こ とがな

いん じゃな いか と。 これ は あ らゆ る と

こ ろで聞 く意 見で す が、 で は、 それ を

日本 の公 式的 な貧 困線 で あ る生活 保護

基 準 と比 べ る と ど うな のか。 ほ ぼぴ っ

た り一 致 します 。 政府 が公 認 の貧 困ラ

イ ン と して認 めて い る生活 保護 基 準 と

ほぼ一 致 します の で 、や は りそれ は問

題 だ とい うこ とにな ろ うか と思い ます 。

も う一つ 言 うと、所得 が少 な くて も、

そ の所得 を うま くや りく り して き ちん

と生 活 の ニー ズが満 た され て いれ ば よ

い では ない か。 この よ うな考 えで 、所

得 で は な く て相 対 的 剥 奪(relative

deprivation)と い う概念 で 生活 を調 査

す る手法 が あ ります 。 その結 果 は 、所

得 が低 い とデ プ リベ ー シ ョン も深 く、

しか も多 次元 的 に な る とい うこ とがわ

か って きて います 。

特 に子 ど もです ね。 この調 査 をす る

ときに、 子 どもあ るい は普 通 の人 が 並



み に生活を して今後 も暮 らしが成 り立

っていくためには、 どういったものが

最低限必要 かとい うのを尋ねます。そ

うする と、 日本では子 どもにとって ど

うしても不可欠 なもの とい う答えが返

って くる項 目が、イ ギ リスや ヨー ロッ

パの国 と比べて圧倒 的に少 ないんです

よ。例 えば誕生 日や ク リスマスに、 さ

さやかだけれ どもパ ーティーを してプ

レゼン トをもらうとい うのは、 これは

ヨーロッパ、欧米の国では子 どもにと

って欠かせ ない とい うふ うに大多数が

回答す るわけですが、 日本ではマルが

っかないんです。

子 どもにとって不可欠なものやチャ

ンス、友達 の家 と行 き来を した り、あ

るいは親戚 とコミュニケーシ ョンをし

た りとい うよ うなことが、 どうして も

必要だ と大多数が答 える項 目が、極端

に 日本は少 ないんです。その上でその

よ うな項 目が、お金 がないために満た

されていない とい う回答もかな り高 く

なっています。そ うい う意味でも、生

活の中で さま ざまなチャンスや資源 を

奪われてい るとい う状況 の代理指標 と

して、所得貧困はこれか らも使 ってい

くべきだ と思っています。

女性 の貧 困化:社 会 は何 をすべ きか

中嶋 あ りがとうございます。 もう

予定の時間を過ぎて しまいま したので、

最後 に一言ずつ、2分 ずっ ぐらいでこ

れか らの展望 についてお話 しいただき

たい と思います。ず っと貧困 とい うの

はあったんだと思います。 でも、いま

ここで初めてみんなの意識 の中に貧困

の構造化がはっき りと認識 されてきた

のだ と思います。 この ことに対 して、

私たちはとりわけジェンダー とい う視

点か ら今回のシンポジ ウムを組織 して

いるわけですが、女性 の貧困化 に対 し

て今後 どのよ うな展望 といいます か、

解決策 があるので しょうか。 これ は、

最後のセ ッシ ョンの タイ トルで もあ り

ます。社会は女性の貧 困化に対 してど

う立ち向か うのか とい うことに関 して
一言ずつお話 ししていただければ と思

います。まず、ポンティウさん、いい

ですか。

ポ ンテ ィウ 今の女性の貧困 とい う

問題 が構造的になってきているか とい

うことに、私は必ず しも賛同 しないか

もしれ ませ ん。 しか し、女性の貧 困と

い うのは、可視化 されてきたとまでは

言 えませんが、ますます現実 になって

きているとは言 えます。フランスでは、

なによりもそれ は家族構成が変わって

きてか らです。理 由は離婚 とかいろい

ろあるか もしれ ませ んけれ ども、女性

のひ とり暮 らしが増 えて、女性 の貧困

が顕在化す るようになってきているわ

けです。 「貧困の女性化」 とい うとき、

そこでは家族や世帯が崩壊 してきてい

るのではないで しょ うか。 ヨー ロッパ

諸国で 「貧困の女性化」 とい うときに

は、裏に家族 の問題があると思います。

では、このよ うに貧困が女性の問で

高まっていることに関 して どんな対応

ができるのか。 これ はや は り雇用だ と

思います。 もちろん雇用によって貧困

が抑 えられ るとい うことではあ りませ

ん よ、 ワーキングプアの問題 があ りま

すから。 しか しなが ら、どこの国であ

ろ うと職 を持 ってい る人たち とい うの

は、やは り平均的に仕事がない人よ り
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も貧困の度合いが少ない。 これは何 と

いっても否定 し得ないことであ りま し

ょう。

も う一点、 この20年 、30年 で変わ

ってきた点 を挙 げれ ば、伝統的に貧困

者 とい うのは主に高齢者が多かったわ

けです。 ところが最近変わってきたの

は、多 くの高齢者 たちが年金 を得 られ

るようになったとかい ろい ろ社会保障

が普及 して くるよ うになって、高齢者

が貧困である とい うよ りも、む しろ逆

に働 き手の年齢層 のほ うが貧 困化 して

きています。 こ うした ことが背景にあ

ります。

はっき りとした男女の不平等に関す

る問題 に加 えて、女性 のほ うに不安定

雇用 も多 く、貧困の リスクも高い とい

うこともあ ります。 貧困への道 とい う

のは男性 と女性では違います。男性は

失業によるものが多いで しょうし、女

性の場合は家族の危機や離婚な どによ

るで しょ う。女性は、仕事 をしていな

くても、収入の少ないパー トタイムの

仕事 しか していな くでも、収入のある

パー トナー と一緒に くらしている うち

はいいのですが、あるとき突然、何か

らの理由で配偶者 と一緒 に暮 らせ なく

なると、その女性 は大変 に貧 困な状態

に落ち込んで しま うわけです。

雇用 はセー フガー ド、保障 にな りま

す。短期的な保障になるだけではあ り

ません。雇用 とい うのは高齢になった

ときに年金 も保障するか らです。 ある

程度高齢者 になった とき、仕事 を して

こなかった女性に とって給与 よりも年

金の不平等のほ うが、 フランスでは数

段深刻 です。です か ら、女性 に雇用 を

保証することが大事だ と思います。収
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入のある仕事 につ き、女性が仕事か子

どもかを選ばずにすむ保育システムを

整 える。そ ういった方策が とられ なく

てはいけないと思 ってお ります。 あ り

が とうございま した。

中嶋 それでは大沢 さん、お願いい

た します。

大沢 私 はほ とん ど言い残 したこと

はな く、最初の報告 の中で今後 の対策

も言 わせていただきま したが、1点 だ

け補足する とすれば再び母子世帯問題

です。 日本の母子世帯では働 いている

ほ うが貧 困率が高い と申しま した。 日

本の母子世 帯の就業率 は85%以 上 で

す。 ほとん ど先進 国で とい うか、世界

で最 も就業率が高いのが 日本 の母子世

帯だ と思います。 ポンテ ィウさんは、

フランスも母子世帯は貧 しいが、それ

は働 いてないか らだ とおっ しゃったん

ですが、 日本は全 く違 う状況です。 こ

れは何 とか しな くてはいけなくて、そ

のためには母子世帯にターゲッ ト化 し

た政策 とい うよりも、もっ と抜本的に

税制 であれ社会保障の体系であれ、変

えてい く必要があると思っています。

中嶋 あ りがと うございます。いち

む らさん、お願いいた します。

いちむ ら 私の周 りのお金 をあま り

持っていない人たちは、子 どもの頃か

らお金を持っていない。戦後の貧 困か

ら高度成長期、 さらに経済大国になっ

ても、やは り様 々な問題はお金がない

こと。そ して女性は もともと貧 困だっ

たと、まさにそのとお りで、私 の周 り

の人たちは、生まれ た ときか らず っと

貧乏。その人たちが何度 も社会保障み

たいなものを受 けて 自立 自立 とたたか

れてやっているんだけれ ども、やっぱ



り貧 困 にな る とい う現状 は実 際 に あ る。

景 気 が 良い とき悪 い ときが あ るん で し

ょ うけ ど、 ホー ム レス の社 会 は 、男性

が多 くて 女性 が少 な いで す。 さっ き も

言 い ま した よ うに、例 えば 、男性 が過

剰 に賃 労働 して い る社 会 の よ うに 、男

性 が頑 張 っ てい る社 会 の よ うに 、男性

も女性 も同 じよ うに頑 張 っ た と して も、

女性 のホ ー ム レス、 更 に過 労 死 が増 え

るだ けみ たい なふ うに、 ち ょっ と感 じ

たん です。 ホー ム レス にな って も暴 力

を受 け る とか排 除 され る とか 、そ うい

うこ とはあ っち ゃい け ない し、 ホー ム

レス で あって もそ うじゃな くて もい の

ち を尊 重 され な けれ ば な らない。 そ こ

そ こ世 の 中が 変 わっ て も貧 困は な くな

らな い のだか ら、 管理 にた よ らず 信頼

関係 を持 って 安全 を築 い てい き 、女性

や貧 困の文 化 を もっ ともっ と生み 出 し

てい か なけれ ば と思い ます 。

中 嶋 では 、 シモ ン さん、 お願 い い

た します。

シ モ ン 私 はか な り話 しま した の で、

最後 に一言。メデ ィ アの役 割 につ い て、

言 い たい と思 い ます 。 メデ ィア、 ジャ

ー ナ リス トは 、世論 の作 り手 た ちは 、

もっ と強 い決 意 を もって 、貧 困者 た ち、

とくに女性 の貧 困者 たち を闇 のな か に

放置 す るこ とは決 して しない 、明 るみ

に出 してい く努 力 を続 け てい かな けれ

ば な らな い と思 い ます。 私 もまた そ う

してい きた い と思 って い ます。

中嶋 み な さま 、あ りが と うご ざい

ま した。 パネ リス トの み な さんの活 発

な ご発言 、 問題提 起 の おか げで 、第 二

部 のテー マ につ い てか な り深 め られ た

討 論 が で きたか と思 い ます。 予 定 の時

間 を大幅 に過 ぎてお ります ので 、 あ え
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て ま とめ る こ とはい た しませ ん。最 後

に も う一 度 、パネ リス トの み な さま、

真摯 な ご発 言 を本 当 にあ りが と うご ざ

い ま した。通 訳 の方 々にお礼 申 し上 げ

ます。 会 場 のみ な さま も本 日は あ りが

と うご ざい ま した。 第 二部 は これ で終

ります。
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